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日本舞踊家のジェンダー表現
ージェンダーフリーなダンス教育プログラムを考える

On Gender in Traditional Japanese Dance by Professional Dancers: An Approach to Secondary Education Pro-

gramラ“Gender-企eeDance" 

a
 

u-WJ 

a

a

 

b

M

 

q

M

 

電、，
d

F

3

E
W
M
 

K
 

生弥

淳

崎

谷

猪

米

水村(久埜)真由美 Mayumi Kuno-Mizumura 

概要

執筆者らは日本舞踊における身体表現を、舞踊運

動評価尺度(猪崎、 2004，2006)を用いた印象評価実

験をもとに検討する作業を通して、日本舞踊が男女共

修授業「ジェンダーフリーなダ、ンス」の教材として適して

いると考えるようになっている。

本研究は踊り手の身体性と踊りのジェンダー表現が

舞踊印象に及ぼす影響を実験的に検討する。すなわ

ち、男・女の日本舞踊における熟練舞踊家の男踊り・

女踊りを呈示刺激として印象評価実験を行い、踊り手

の違いと踊りの違いがどのように舞踊印象を規定する

かを考察する。呈示刺激の作成にあたっては男性・女

性1人ずつの日本舞踊熟練者に手だけの男踊り・女踊

りにより喜怒哀楽の表現を求め、それをビデオに撮影

して編集した。作成した刺激は踊り手2人(男・女)、踊り

2種類(男踊り・女踊り)、感情4種類の計16種類である。

その撮影した映像を16人の女子学生に舞踊運動評価

尺度(猪崎、 2004，2006)で評価することを求めた。その

結果として、男踊りは女踊りよりもなめらかで、低く、バラ

ンスがとれている印象を与えていた。

討議の中で、こうしたクロスジェンダー・マッチングを

通して、執筆者らは日本舞踊における伝統の持つ優れ

た質の高さと女形としての伝統の技を実感することがで

きた。さらに、執筆者らは実験の結果を経て「ジェン

ダーフリーなダンス」の教育プログラムを目指したパイ

ロットとしての実践を通して授業モデ、ルの構築に向けて

検討を行っている。

キーワード:日本舞踊、ジェンダー表現、女形、舞踊教

育、印象評価実験

Abstract 

The present study aimed at investigating gender expres-

sions of traditional Japanese dance企omthe approach of 

aesthetic impression (Izaki 2004， 2006)ラ becausetradi-

tional Japanese dance is appropriate as material in dance 

lessons conceming gender expression. 

An impression estimation experiment was conducted 

by the cross-gender matching method， comparing danc-

ers (a male and a female dancer)， gender expression 

(male and female dance)， and emotional expressions 

Goy， anger， sadness， happiness)， exammmg interactive 

effects of these factors. Two professional dancers of 

仕aditionalJapanese dance were video-taped while per-

forming expressions the four emotions using their hands 

in two modes， male and female dance， to make sample 

motion pictures to be presented in the experiment. 

Sixteen female students rated each dance movement 

using a dance movement evaluation scale (Izaki 2004， 

2006). It was found from the resu1ts that the male 

dance was rated smoother， lower， and well-balanced. 

Interestingly， the female dance of the male dancer was 

rated more feminine than that of the female dancer. 

In the discussion， we focus on the high quality of仕a-

ditional J apanese dance and the skill of the “OYAMA" 

in making the cross-gender matching successfu1. After 

the experiment， a pilot study was conducted of the 

dance education program “Gender-free dance". This 

cross-gender matching dance lesson succeeded， and the 

prototype of dance education program “Gender-free 

dance" was established on the basis of the experimental 

study and this practical experience. 

Keywords: 1均 ditional Japanese Dαnce， Gender 

Expression， OYAAμ， Dance Education， lmpression 

Estimation Experiment 
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1.序

欧米のダンス研究において「ダンスとジェンダー」

研究が主流化したのは、 1980年代半ばを過ぎてから

であり、哲学や精神分析学からのアプローチが主なも

ので、あった(酒向、 2003，2005) 17， 18
0 それらの多くは

西洋舞踊史の中でダンスにおけるジェンダーを扱っ

た研究、すなわちジェンダーの視点からの舞踊史の

読み直しゃ劇場ダンスと女性の問題などに関するも

のであり、個々の舞踊様式における男らしさや女らし

さに関するジェンダー表現を扱ったものは見当たらな

い。日本舞踊研究においてもそうした研究はこれまで

ほとんどなされていなし'0
1990年代に阿波踊りの男踊りと女踊りにおける動きの

特性を検討した研究(中村、 1994，1995a， 1995b) 13ー15が

なされているが、日本舞踊におけるジェンダー表現の

本格的な研究がなされるようになったのは2000年以降

であると言える。丸茂ら (2004)10は動作分析の手法を

もとに日本舞踊の基礎動作「オクリ」に現れる女らしさの

特徴を解析した研究を行っている。

このように、舞踊研究としてのジェンダー表現に関

する研究はこれまであまりなされていなかったが、最

近それへの社会的要請が高まっている。そのひとつ

が教育現場からの要請である。平成21年度より中学

校の体育(1、 2年)でダンスが男女共修授業の試行

期間となり、平成24年度から完全実施となる。これま

でもダンスの男女共修授業は、多くの授業実践を通

して検討されてきた11，12 が、この改訂に対応すべく、

従来のダンス授業の内容・方法だけでなく指導者の

養成・教育についても新たな指針を策定して研修・啓

蒙を行い、効果的で適切な教育を実現することが喫

緊の課題となっている。

こうした今、男らしさや女らしさとは何かを考える

ジェンダー教育のプログラム策定の根拠となる実証的

で体系的な舞踊研究が求められている。本研究は中

学校体育で実施すべき教育プログラム「ジェンダーフ

リーなダンス」を目指して、舞踊におけるジェンダー表

現に身体表現論的検討を加えようとするものである。

ここで言う身体表現論は、猪崎(2006)3のようにドゥブ

ラー(1968)1が提唱する「目に見えない、内的な舞踊

(the unseen， inner dance) Jと「外的な、観察される舞

踊(theouter， observed dance) Jの統合としての舞踊

の身体のあり方を「身体性」と捉え、これを研究・教育

しようとする立場である。

執筆者らは舞踊における身体表現を、舞踊運動評
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価尺度(猪崎、 2004，2006) 2， 3を用いた印象評価実

験をもとに検討する作業を進めてきた(猪崎・水村、

2007， 2008a， 2008b， 2009a， 2009b， 2009c) 4-90 日本

舞踊家の手の動きと足の運びを呈示して印象評価実

験を行ったところ、女形の身体表現が女性舞踊家より

女性的な印象を与え得ることが示唆された(猪崎・水

村、 2009a)7
0 

こうした作業を通して、執筆者らは日本舞踊が男女

共修授業「ジェンダーフリーなダンス」の教材として適

していると考えるようになっている。日本舞踊は、女形

の舞いの独自性だけでなく、美しさや芸術性の高さ

が広く知られている。これを中学生が学ぶことは、日

本人女性、とくに立ち居振る舞いの美しさを舞台芸術

に昇華させ、庶民にも親しまれてきた日本独自の伝

統芸能のよさを味わい、次世代につなげてしく機会と

なるのみならず、女性と異なる身体が女性美を表現

するために創り出され磨き上げられた技を知り、身体

動作の技術、あるいは「身体表現の作法」とでも言え

るものを習得する機会となるだろう。これは、中学生に

伝統的な女性美の表現方法を学ばせる以上の意味

を持つ。「見るJi創るJi踊る(見せる)J活動を通して、

男女が自己の身体性と表現性を捉え直し、それまで

のジェンダーへのステレオタイプ的な見方やジェン

ダー・バイアスを認識して相対化し、 学習した「身体

表現の作法」をもとに、そうしたものにとらわれない身

体表現を各自が創り出していけるようになる。こうした

経験を獲得する場としては、身体としてのジェンダー

と身体表現としてのジェンダーとを対置させる状況、

すなわち、踊り手の生物学的な「性」と舞踊表現にお

ける 「身体性」としての男性性(男らしさ)・女性性(女

らしさ)を組み合わせた「クロスジェンダー・マッチン

グ」のダンスが適しており、その代表例が日本舞踊で

あると考える。

本研究では、猪崎・水村(2009b)8と同様の手続き

により、日本舞踊におけるジェンダー表現を検討する。

具体的には、踊り手の性と舞踊表現における男性

性・女性性を組み合わせた「クロスジェンダー・マッチ

ング」法により作成した映像刺激を呈示して印象評価

実験を行い、結果を分析して踊り手の身体性と踊りの

ジェンダー表現が鑑賞者の印象をどのように規定す

るかを考察する。これをもとに、中学校体育教育フ。ロ

グラム「ジェンダーフリーなダンス」の授業モデ、ルにつ

いて論じることにする。
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2.実験

2.1.目的

踊り手の「身体性」と踊りのジェンダー表現が舞踊印

象に及ぼす影響を実験的に検討する。すなわち、男 ・

女の熟練舞踊家の男踊り・女踊りを呈示刺激として印

象評価実験を行い、踊り手の違いと踊りの違いがどの

ように舞踊印象を規定するかを考察する。

2.2.方法

1)評定者

A大学舞踊専攻学生女子16人

2)呈示刺激

呈示刺激の作成にあたっては男性・女性の日本舞

踊熟練者各1人に手だけの男踊り・女踊りにより喜怒哀

楽の表現を求め、それをビデオに撮影して編集した。

作成した刺激は踊り手2人(男 ・女)、踊り2種類(男踊

り・女踊り)、感情4種類の計16種類である。【図1'""4]

に喜びの表現(男性男踊り、男性女踊り、女性男踊り、

女性女踊り)を示す。図示した横に並ぶ3枚の静止画は、

3秒間で行われた喜びの表現をキャプチャーしたもので

ある。手による喜怒哀楽の感情表現は、左手を高く上げ

た状態から肩のラインまで下ろすまでの3秒間で行うこと

を求めた。一方の手による感情表現は、 SAWADA，et.al 

(2003) 19に基づいて行い、左手試行としたのは、カメラ

の設置による実験環境の制約からである。

3)評定尺度

舞踊運動評価尺度(猪崎、 2004，2006) 2，3 の中から

17項目を選び、各々5段階で評定した【表1L17項目と

したのは、一方の手による感情表現とし1うことから、舞

踊運動評価尺度19項目の中から「対称な非対称な」

を削除し、さらに力性の項目の多さから先行研究(猪

崎、 2004)2に戻り検討した結果、「一気に一定の」も

削除した。

4)手続き

20人教室に16人の評定者を集め、 37V型デ、イスフ。レ

イに編集した4つの感情表現のそれぞれについて男性

男踊り、男性女踊り、女性男踊り、女性女踊りの順に呈

示し、呈示終了後のインターパル(2分)の聞に評定用

紙に記入してもらった。実験は約1時間で、あった。

2.3.結果と考察

17評定項目についてSPSSver.12を用いて主成分分

析をした結果、 【表2】に示すように4つの因子が抽出され

た。各因子の因子負荷量の高い項目を調べたところ、

表1評定項目

強い 弱い

高い 低い

ダイナミック(動的) スタティック(静的)

とがった まるい

急変的 持続的

不規則な 規則正しい

緊張 弛緩

スピードのある(速い) ゆっくりとした(遅い)

アクセントのある なめらかな

重い 軽い

リズミ力ルな 単調な

加速的 減速的

大きい 小さい

直線的 曲線的

バランスのとれた アンバランスな

メリハリのある 平坦な

断続的 連続的

表217評定項目における因子負荷量

2 3 4 共通性

速い 0.879 0.166 -0.046 0.035 o. 787 

アクセント 0.862 -0.180 0.076 0.241 0.506 

メリハリの
0.843 0.015 -0.062 0.070 o. 793 ある

急変的 0.837 -0.213 -0.220 0.070 o. 740 

動的 0.812 0.284 -0.034 -0.227 o. 799 

強い 0.807 0.120 0.225 一0.265 0.802 

リズミカル 0.778 0.144 -0.282 0.009 O. 766 

とがっTこ O. 768 -0.072 0.233 0.300 0.803 

緊張 O. 758 -0.117 0.416 -0.066 0.839 

断続的 O. 747 -0.280 -0.037 一0.049 0.846 

規則正しい -0. 701 0.404 0.346 0.166 O. 706 

加速的 O. 688 0.155 -0.056 0.110 0.513 

直線的 O. 632 -0.036 0.394 0.492 0.722 

高い 0.502 0.462 -0.126 -0.156 O. 797 

大きい 0.502 0.484 0.202 -0.441 O. 705 

バランスの
-0.388 0.575 0.383 0.280 0.720 とれた

重い -0.073 -0.496 O. 651 -0.414 O. 640 

分散の目 50.537 9.007 7. 788 6.099 
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図1男性男踊り喜び(左から3秒間の経過の中で抽出した静止画)

図2男性女踊り喜び(左から3秒間の経過の中で抽出した静止画)

図3女性男踊り喜び(左から3秒間の経過の中で抽出した静止画)

図4女性女踊り喜び(左から3秒間の経過の中で抽出した静止画)
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先行研究(猪崎・水村、 200gb)8とほぼ同じ因子構造で

あり、そこで、扱った項目をそれぞれの因子の代表として

用いてもよいことが確認された。因子の代表として、第l

因子は「アクセントのあるーなめらかな」、第2因子は「バ

ランスのとれた-アンバランスな」、第3因子は「重し1ー軽

しリを取り上げ、そして、もうひとつ、先行研究(猪崎・水

村、 200gb)と比較するため、その研究で代表とした「高

し1ー低しリも参考として加えた。それらの評定項目の項

目得点について、踊り手の性、踊りのジェンダー表現、

感情表現を固定因子、評定者を変量因子として1変量

の一般線型モデ、ル(3元配置分散分析に相当)を用い

て統計分析をした。その結果を【表3】にまとめる。【表

3]は踊り手の性(r踊り手J)、踊りのジェンダー表現

(r踊り(ジェンダー表現)J )、感情表現(r感情J)の主

効果、及び、それらの交互作用の中で変動が有意で

あったものをOで、示している。

①踊り手の性の主効果

アクセントと高低について、踊り手の性による有意差

がみられた【図5L男性の踊り手は女性の踊り手よりも

アクセントがあり高い印象を与えたことがわかった。

表3分散分析の結果

アクセント 高低 バランス 重軽

1踊り手 O O × × 

2踊り(ジエン
O O O × 

ダ-表現)

3感情 O O O O 

4踊り手×踊り O × × O 

5踊り手×感情 O × O O 

6踊り×感情 O O × × 

0は変動が5%水準で、有意、×は変動が有意でない。

n 
E 

開

E 

7~~ ;:.r 

図5 踊り手の性の主効果 *:pく0.05
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②踊りのジェンダー表現の主効果

アクセント、高低、バランスについて、踊りのジェン

ダー表現、すなわち男踊りと女踊りの聞に有意差が見

られた【図6】。すなわち、男踊りは女踊りよりもなめらか

で、低く、バランスがとれている印象を与えていた。

③感情表現による主効果

アクセント、高低、バランス、重軽について4つの感』情

表現による変動が有意で、あったO しかし、順序は異なっ

ていた【図7】。アクセントは楽>怒>喜>哀の順になめ

らかで、高低は楽=喜>怒>哀の順に低く、バランス

は哀>怒=喜>楽の順にアンバランスで、重軽は怒>

哀>喜=楽の順に軽い印象を持たれていた。

④踊り手と踊りのジェンダー表現の交互作用

アクセントと重軽について、踊り手と踊りのジェンダー

表現の交互作用が有意で、あったO 【図8]に示すように、

アクセントについては、男性・女性とも男踊りが女踊りよ

りなめらかであると評価されたが、男性の踊り手の方が

女性の踊り手よりも男踊りと女踊りの違いが大きかった。

【図9】に示すように、重軽については、男性の踊り手は

男踊りが女踊りよりも軽い印象を与えているのに対して、

図6踊りのジェンダー表現の主効果*:p<0.05 

。

bい

図7感情表現による主効果
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女性の踊り手は逆で、あったO

⑤踊り手と感情表現の交互作用

アクセント、バランス、重軽について、踊り手と感情表

現の交互作用が有意で、あった。【図10]に示すように、

アクセントでは怒りの感情表現で踊り手の間に有意差

があり、【図11】に示すように、重軽では哀しみの感情

表現に違いが見られた。 【図12]に示すように、バランス

は怒りと哀しみの感情表現に踊り手による違いが見ら

れた。

⑥踊りのジェンダー表現と感情表現の交互作用

アクセントと高低について、踊りのジェンダー表現と

感情表現の交互作用が有意で、あった。【図13]に示す

ように、アクセントは喜びの感情表現に男踊りと女踊り

の違いが見られた。高低は怒りの感情表現に男踊りと

女踊りの違いが見られた【図1410

3.討議

今回実施した実験は、評定者16人であり、妥当性を持

F 

図8アクセントにおける踊り手と踊りの交互作用

(1アクセントのある仲なめらかな 5)

唱J U 

図9重軽における踊り手の性と踊りの交互作用
(1重い仲軽い 5)
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つ統計分析に十分なサンフ。ル数とは言えない。従って、

ここで得られた知見は仮説としてさらなる検証が必要で

ある。しかしながら、この実験で示唆している事項は、舞

踊研究・舞踊教育に有用なヒントを与える。以下に、この

実験が示唆した事項をもとに、日本舞踊とジェンダ一、ダ

ンス教育フ。ログラムについて論じることとする。

一争ー

図10アクセントにおける踊り手と感情表現の交互作用

(1アクセントのある仲なめらかな 5)

E 

ー

ー争ー

図11 重軽における踊り手と感情表現の交互作用
(1重い特軽い 5)

LI 

図12バランスにおける踊り手と感情表現の交互作用

(1バランスのとれた仲アンバランスな 5)
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3.1.日本舞踊とジェンダー

印象評価実験の結果、日本舞踊家が男踊り・女踊り

により演じた感情表現が、喜怒哀楽とし1う4つの感情表

現の異なりを伝えるだけでなく、踊りと踊り手のジェン

ダーを伝え得ることが確認された。

踊り手による印象に違いが見られたが、男性と女性

の踊り手の違いだけではなく、踊り手と踊り(男踊り・女

踊り)の交互作用が有意で、あったO 男踊りと女踊りの印

象の違いは、女性の踊り手より男性の踊り手の方がより

大きかった。これについては、 二通りの説明が可能であ

る。ひとつには、その結果を男性の踊り手の方が女性

の踊り手よりも男踊りと女踊りをよりダ、イナミックに踊り分

けていたとする説明である。他方は、その結果を踊り手

の身体性に帰属するものであるとしづ説明である。すな

わち、男性の踊り手の身体性が女性の踊り手の身体性

より、踊りのジェンダー表現にとってより効果的で、あると

する説明である。どちらにしても、男踊りと女踊りをどの

ように見せるかとしづ見せ方の問題であると考える。男

性の踊り手と女性の踊り手による違いが見られたのは、

E 

図13アクセントにおける踊りと感情表現の交互作用

(1アクセントのある仲なめらかな 5)

一争ー

図14高低における踊りと感情表現の交互作用

(1高い仲低い 5)
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女踊りだけで、あった。女踊りはこの実験の対象となった

男性の踊り手にとって特別なもので、あったのかもしれな

い。何故なら、男性の踊り手は、女形として日本舞踊を

踊っていた舞踊熟練者で、あったからで、ある。

舞踊におけるジェンダー表現をそれぞれの舞踊様

式の型や舞踊家の技を抜きにしては考えることができ

ない。ジェンダー表現もそれぞれの舞踊様式が持つ独

自な表現性として捉えるべきであろう。それ故に、女形

の踊る女踊りが女性舞踊家の女踊りより女性的な表現

を持つのは、伝統的な日本舞踊の独自性カもしれない。

歌舞伎舞踊はさまざまな女踊りが女形によって踊られ

てきた。そうした伝統の中で、女踊りが女形に適した踊

りになっていった可能性もあるO これに対して、女性が

踊ることによって優れた男性性を醸し出す踊りもあるか

もしれない。つまり、踊り手の身体性、踊りの表現性を

切り離して論じることはできない。踊り手も日本舞踊熟

練者による実験から示唆されたように、自らの身体性を

熟練の技によって強調したり弱めたりで、きるようになると

考える。身体性も表現性の中で磨かれ、整えられ、高

められると考える。これが中学校体育の男女共修授業

のダンスを導入する際の基本的な教育原理となる。

3.2.ジェンダーフリーなダンス教育プログラムを考える

最後に中学校体育におけるダンスにおいてどのよう

な指導をすべきであるかを考えてみる。執筆者らは、

「ジェンダ、ーフリーなダンス」の教育プログラムを目指し

たパイロットとして、ひとつの実践を行った。その実践と

は、独立行政法人日本学術振興会の受託研究である

平成21年度ひらめきすときめきサイエンス~ょうこそ大

学の研究室'"'-'KAKENHI(研究成果の社会還元・普及

事業)における「からだで感じる男と女~日本舞踊を

踊ってみよう'"'-'Jである。以下にその内容を報告する。

く実践の概要>

実施者:猪崎弥生水村真由美

対象者:中学生女子8人、中学生男子l人、小学5年

生女子1人、高校生女子1人

ゲスト講師:花柳琢次郎勝美巴湖

場所:お茶の水女子大学徽音堂

日時:平成21年8月31日(月)13時'"'-'17時

本実践は、日本舞踊における男らしさと女らしさを目

で見て感じ、研究成果の解説を聞いて学び、さらに実

際に日本舞踊の男らしさや女らしさの動きの特性を体



『表現文化研究』第9巻第2号 2009年度

験するとしづ活動すべてを盛り込んだもので、あった。受

講生が身体を通して日本舞踊における男の表現、女の

表現を体験学習することのおもしろさを実感してもらう

ため、熟練した男性と女性日本舞踊家に実演してもら

い、そして一緒に実習を行ったO またビデオ映像を用

いた印象評価実験を行い、さらに研究における動作分

析で、得られたスティックピクチャーの画像を見ることを

通して日本舞踊における男らしさと女らしさとしづ動きの

特性を示すことも行った。

く実演プログラム>

-テーマ:日本舞踊における「男らしさ」と「女らしさ」とは

一体何でしょうか?

・実演 I ①「雨の五郎J(前半)男性舞踊家が男踊りを

踊る②「藤娘J(前半)女性舞踊家が女踊りを踊る

-実演の解説①日本舞踊の男らしさの表現上の特

徴と考察②日本舞踊の女らしさの表現上の特徴

と考察

-実演 E 男女の役を交代して実演①「雨の五郎」

(前半)女性舞踊家が男踊りを踊る②「藤娘J(前

半)男性舞踊家が女踊りを踊る

-実演E 性別および年齢を次々と変えていく日本舞

踊の作品の実演

く印象評価実験の体験プログラム>

男女の日本舞踊家による手の上げ下げと足の運び

の映像を鑑賞し、その印象を評価する実験に参加

する

く研究解説>

女らしい動きと男らしい動きを科学する

く体験プログラム>

正座とお辞儀、立つ、座る、 基本的な重心移動の

稽古、膝の使い方の基本、腰のひねり、身体全体

のひねりによる男女の役の使い分け、舞踊実習 「さ

くらさくら」、男女の役を両方踊る稽古、仕上げに全

員で踊る【図15、16]

執筆者らが検討している「ジエンダーフリーなダンス」

の授業プログラムは、現段階では次にようにモデル化

できる。ここで報告した研究や他の研究の成果を踏ま

えながら、今後、実験授業を行い専門家や現場の体育

教師から意見を聞いて改良する作業を進め、中学生男

女が互いに学びあいながら、ジェンダーを知りジェン

ダーから解放されるダンスの授業を作り上げたいと考え

ている。
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く授業モデ、ル>

1)オリエンテーションと事前セッションとグループ。

作り

2)ジェンダーを知り、ジェンダーから解放される

日本舞踊における男踊りと女踊りを体験して、そ

の違し1と共通する動きの特性を理解する。日本

舞踊における踊りの型を学ぶ。

3)身体を知り、身体から解放される

喜怒哀楽を身体運動で表現することを通して、感

情、身体、動きの関係を理解する。生徒同士で身

体表現を見せ合うことによって、身体表現の共通

性や独自性を学ぶ。

4)創作活動のためのグ、ループ。ワークのオリエンテー

シヨン

5)グループロ創作

6)総括セッションと発表会

以上のように、執筆者らは日本舞踊における身体表

現を、舞踊運動評価尺度(猪崎、 2004，2006) 2， 3を用

いた印象評価実験をもとに検討する作業を通して、日

本舞踊が男女共修授業「ジェンダーフリーなダンス」の

教材として適していると考えるようになっている。日本舞

踊は女形の舞いの独自性だけでなく、美しさや芸術性

の高さが広く知られている。これを中学生が学ぶことは、

伝統的な女性美の表現方法を学ばせる以上の意味を

持つ。こうした経験を獲得するために、身体としての

ジェンダーと身体表現としてのジェンダーとを対置させ

る状況を作り、その中で中学生の男女がジェンダーか

ら捉える身体表現を学ぶ場を作り出してし1かねばなら

ない。
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図15膝の使い方を学ぶ

図16全員で一緒に踊る
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図版出典

図 1-4 写真は実験呈示刺激の映像より執筆者が静止画と

してキャプチャーしたものである。

図 5-14執筆者が作成したものである。

図 15，16写真は執筆者が撮影したものである。
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